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本号の編集後記は，2013年の正月に執筆しています．読者の皆様には平素より本誌

に対する心温まるご理解とご支援を賜り，誠にありがとうございます．ここに改めて

感謝申し上げます．

私が本誌の編集委員を拝命して，早くも 5年の歳月が流れ，その間，脳神経外科に

関連した様々な出来事がございました．まずは，一昨年 4月 1日の診療報酬改定によ

り，脳神経外科の検査および手術手技の収益全体が大幅に増え，本邦における脳神経

外科全体がこれを契機に活気づいてきた感があります．世間一般もめまぐるしい変化

を遂げています．異常なほど暑い夏が続いた昨年でしたが，アジア周辺の国々にも何

やら不穏な動きが見え隠れしています．尖閣諸島での中国との衝突事件，韓国大統領

による竹島上陸から端を発した韓国との歴史的問題の表在化，千島列島へのロシア大

統領の視察，北朝鮮のミサイル発射や韓国との不和など，本邦の平和や防衛とは何か

を改めて考えさせられる 1年でした．その一方で，日本からノーベル医学生理学賞受

賞者が生まれ，科学面では人類への大きな貢献を成し遂げました．また，年末には，

国政の大幅な改革と強い日本の再生を期待した政権交代が起こりました．今回の選挙

結果を導いた熱い情熱が，決して一夜の夢物語に終わらないことを祈っています．

さて，本号の「扉」では，神野哲夫先生からアジア脳神経外科コングレス創立の経

緯と現状と将来像について寄稿いただきました．国際派の神野先生がいかに世界の脳

神経外科医の育成に情熱を傾けておられるかが読み取れ，今後のさらなる活動の展開

が期待されます．また，島克司先生の重傷頭部外傷治療・管理ガイドラインの変遷と

展望の総説は，エビデンスの少ない本治療をどのように向上させるべきかの各国の真

剣な取り組みが克明に記されており，大変勉強になります．また，昨年 10月に本邦

で初めて開催された国際水頭症髄液疾患学会の概要について，会長を務められた石川

正恒先生が執筆されております．その他，多くの有意義な記事が満載の本号をどうか

ご堪能ください．本年も，編集委員としての責務と多くの新規課題の展開に向けて，

本誌企画運営に関わる多くの同士とともに精一杯努力する所存ですので，脳神経外科

医の皆様の今後とも変わらぬご支援ご鞭撻のほどを，よろしくお願い申し上げます．
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